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研究成果の概要（和文）：本研究では一般信徒の日常生活における実践、特に食の消費というレベルで進む（再）イス
ラム化に焦点を合わせ、消費の場における人々の選択とイスラムの規範がどのように結びついているかを調査した。グ
ローバル化の進行により非イスラム的なモノとの接触が増すことで、消費者の間には商品のイスラム性を求める声が高
まる。これによって、ハラール認証に代表されるイスラム性の可視化、および地域に埋め込まれない普遍化が拡大する
ことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This project clarifies the process of re-Islamization in daily practices, 
particularly food consumption, with a focus on the relation between consumers’ selection and their 
identity as Muslim. Globalization leads to awareness of Islamicness of products. As a result, both 
visualization and de-regionalization of Islamic consumption, which are exemplified by Halal 
certification, proceed.

研究分野： 宗教学（イスラム研究）
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１．研究開始当初の背景 
 
 2011 年度までの科研費による、イスラムの
グローバル化による「イスラム共同体」の構
造的変化についての研究で明らかになった
のは、グローバル化の進行するなかで、現代
社会におけるイスラムの様相を決定する最
大の要因は、一般信徒が日常生活におけるイ
スラム性を高めようとする際の具体的な実
践であるという点である。 
 この点を受け、人々の実践のうちもっとも
日常的、さらに根源的な衣食の消費を中心に
した消費行動の中から、人々の意識を探るべ
きであるという判断に至った。 
 
２．研究の目的 
 
 1980 年代から顕著になるイスラム復興に
関し、従来のように政治的あるいは思想的な
現象と捉えるのではなく、この研究では、一
般信徒の日常生活における実践というレベ
ルで進む（再）イスラム化の側面に焦点を合
わせる。 
 上述のとおり、これまでの研究で明らかに
なったのは、現代社会におけるイスラムを理
解するためには、ウラマーの言説、あるいは
政治化したイスラムの動き以上に、日常生活
におけるイスラム性を高めようとする一般
信徒の具体的な実践に注目すべきであると
いう点であった。 
 それは、宗教的な専門教育を受けてはいな
い「俗人」の説教師が、（ウラマーとは認め
られないにもかかわらず、）人々の暮らしを
熟知し生活の細部にイスラム化を浸透させ
ようというスタンスを示すことで、人々に強
く支持され、職業的に成功しているという事
例が端的に示している。 
 ここから新たなテーマとして浮上したの
が、いったい、ある行動や振る舞いが「イス
ラム性」を備えた正しいものとして人々の間
で受け入れられ、定着していくのはいかなる
プロセスによるのかという問題であり、これ
が本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 
 具体的には、日々の生活をイスラム化しよ
うという意識の高まりが、消費行動を決定す
る要素としてのイスラムの重要性を増し、結
果的に、消費者としての人々の選択およびそ
の周辺に広がる消費をめぐる言説が市場に
おける「イスラム性」を構築し、それが社会
全体に拡散するプロセスに着目する。 
 それによって、イスラム復興の脱政治化が
イスラム復興の終焉を意味するわけでもな
ければ、私事化につながるのでもなく、新た
な局面を迎えていることを示そうとするも
のである。 
 
４．研究成果 

 
 (1)初年度にあたる平成24年度においては、
まずグローバル化によって消費における選
択肢が爆発的に増えたということは、イスラ
ム教徒の視点から言えば、世界中からやって
くるものの中からイスラムの規範にあった
ものを選び出さなければならないというこ
とに注目した。 
 しかしながらイスラムという宗教は、厳密
な意味での「聖職者」を持たず、「教会」や
「法王」に相当するような制度が存在せず、
そのことは、消費の場に関していうと、人で
あれ組織であれ、何を持ってある製品が「イ
スラム的」であるかを最終的に判断する権威
が不在であることを意味する。 
 その結果、人々が特定の商品に（相対的に）
高い「イスラム性」を認めてそれを選び取る
という行為が積み重なることによって、その
時代、その地域の日常におけるイスラム性を
決定していくことになる。この点に関して着
目に値するのは、近年東南アジアで注目され
ている公的なハラール認証機関の動きであ
る。 
 これらの機関は、企業からの要請を受け、
調査のうえ、その企業の製品がハラールであ
ること、つまりイスラムの規範にかなってい
ることを認証するものである。ただ、これら
の機関は、その性質上、一律の基準によって
製品のイスラム性を判断せざるをえない。 
 これは、本来のイスラム法の思想とは相容
れないものである。なぜならば、イスラム法
は穢れの有無などモノの性質を問うもので
はなく、具体的なコンテクストの中で人間の
行為の是非を問う行動規範であり、単純な一
律化はありえない構造になっているからで
ある。このように特定の機関が製品のイスラ
ム性の判断を独占しつつあるという点、さら
にそこにおいてイスラムの規範が持つ行動
規範、道徳的な指針という性格が大きく揺ら
いでいることを明らかにすることができた。 
 
 (2) 平成 25 年度行なったのは、マレーシ
アにおける「ハラール」の扱いについての調
査である。マレーシアは食のイスラム性を保
証するシステム、「ハラール認証」の制度を
国レベルで構築していることはよく知られ
ているが、その認証制度が現地の人々の日常
生活にどうかかわっているのかが重要なポ
イントとなった。 
 結論として言えるのは、マレーシアの場合
はイスラム教徒が多数派ではあるが、圧倒的
多数ではなく中華系などもかなりの割合を
占め、さらに経済活動の中枢は中華系が握っ
ており、店に並ぶ食品がイスラムの規範に適
っているか否かは厳密に言えば毎回問わな
ければならない事項となっているという点
である。 
 そのため、「ハラール認証」の拡大は国策
という側面はあるものの、それとは別の次元
で、つまりイスラム教徒の国民の日常的な次



元において、「ハラール認証」へのニーズが
存在していることが確認できた。 
 実際、首都クアラルンプールの複数の店舗
で調査を行ったが、都市部の大規模商店、つ
まり異なる民族／宗教の人々が混じりあう
可能性が高い店舗では、豚や酒など「ハラー
ル性」から外れる食品の売り場はかならず他
の売り場と分離されており、このことから一
律の基準によって判断される「ハラール認
証」がイスラム教徒として生きようとする
人々とって重要な意味を持っていることが
明らかになった。 
 
 (3) 平成 26 年度は昨年度と同じテーマで
の調査、つまり食に関するイスラム教徒の意
識に関する調査を、中東諸国の例として、エ
ジプトで行なった。エジプトがマレーシアと
異なっているのは、エジプトではイスラム教
徒が 9割以上という圧倒的多数を占め、さら
に社会的にも中枢を占めるという点である。
マレーシアのように異教徒の存在感が大き
く、それに対抗する形でイスラム教徒という
意識を持つことは相対的に少ないと言える。 
 調査の結果明らかになったのは、食のイス
ラム性についての意識のありようがマレー
シアと比べて非常に異なるという点である。 
 つまりエジプト国内で売られているもの
が、イスラムの規範に反しているはずがない
という感覚が強く、実際には輸入品を中心に、
ハラール認証を受けた商品が店内に並んで
いても、認証ロゴを確認して商品を選ぶとい
うことはまずないといっていい。つまりエジ
プトの人々のあいだには、社会のなかでイス
ラムの規範が守られていて当然という感覚
が強いのである。 
 しかしエジプト人には食のイスラム性に
ついての関心がないかと言うとそうではな
く、彼らの意識はなにを食べるか以上に、い
かに食べるかに向けられていることが明ら
かになった。それはこの年の調査で行なった
ラマダーン月の断食とその後、つまり日没の
断食明けの食事、イフタールにおいて盛んに
施しが行なわれるという点で顕著である点
によって確認された。 
 
 (4) 平成 27年度は、昨年の段階で明らかに
なったラマダーン月の食の施し、とくに集団
イフタールについて調査、研究を行なった。 
 平成 24 年度からの本研究を通じて確認さ
れたのは、グローバル化によって他者と出会
うこと、異文化からやってきたモノに接する
ことが日常化するなかで、人々のあいだで、
自らがイスラム教徒の集団に属することを
自ら確認し続けること、さらにそれを明示す
ることが恒常的に必要になったという点で
ある。 
 マレーシアにおける「ハラール認証」の拡
大はその表れと見なすことができ、現在はエ
ジプトなど中東諸国の大半ではそれほど普
及してはいないものの、これらの地域にも同

様の展開が生まれることは時間の問題かと
思われる。 
 またラマダーン月の施しに関していえば、
かつては近隣の住民の間で、言い換えれば顔
見知りの間で行なわれていたものが、今では
公道で、つまり公的空間で、誰にでも開かれ
たものとして行なわれているが重要である。
エジプトにおいて近年顕著なのは、通りにテ
ーブルを出してイフタールの食事を来た者、
誰にでもふるまう「ラマダーン・テーブル」
という実践である。 
 ラマダーン月のこの現象が注目に値する
のは二つの理由による。ひとつは、都市化が
進行し、階層別に住空間が分離するなかで地
域共同体が崩壊し、近所付き合いのレベルで
の施しがうまく機能しなくなっているが、ラ
マダーン・テーブルはこれにうまく適応した
施しのあり方であるという点である。 
 もうひとつは、グローバル化が進むなかで
生活世界へ非イスラム的な価値が侵入し、そ
の結果イスラム教徒意識は常に脅かされる
ことになるが、それを補強するものとして、
開かれた場でイスラム性が可視化されるラ
マダーン・テーブルは、まさにうまく機能し
ている。つまり、公道で、ラマダーン月の施
しというまさにイスラム的な行為が行なわ
れ、さらに共に断食を終えた者として、階層
の差を超え、人々が一堂に会してイフタール
を取る光景を目にすることは、ここにイスラ
ム共同体が存在することを確認させるもの
となる。 
 本研究を通じて明らかになったことの中
心は、グローバル化の時代にイスラム教徒と
して生きるために必要とされているのは、イ
スラム性の可視化と脱地域化であり、それは
人々の日常レベルの行動、消費行動において
確認されるという点、さらにそうしたニーズ
に合うようなイスラム性のありかたが他を
淘汰していくであろうという点である。 
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